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研究目的
我々は平成30年度の調査研究で、通常防じん

マスクの漏れ率は15年前の調査と同様24.8％の
漏れ率があるが、PAPR装着では1％以下の漏れ率
であったことを報告した。
しかし、使用後時間経過したPAPRが使用開始

後と同様の性能が保たれているかどうかを調査
した研究はない。そこで、今回使用後時間が最
低でも１年以上経過したPAPRにおける漏れ率の
実態と実際に使用してきた作業者のPAPRの装着
感、メンテナンスの状況や継続した装着に関す
る感想を調査する。



対象
耐火物粉砕作業者９名、造船溶接作業者５名、鉱

山掘削作業者８名、耐火レンガ製造２名、RCF
（Refractory Ceramic Fiber）取り扱い作業者６名、金
属粉製造作業者６名の合計36名を対象とした。



方法
１週間あたりのPAPR使用時間、使用年数、使

用タイプとフィルタの交換時期について質問す
るとともに、PAPRを使用中の感想やメンテナン
スの状況をアンケート調査票に回答を記入して
もらった。その後、PAPRを装着して作業前の
PAPRの漏れ率を測定した。漏れ率については使
用時間別に2000時間以上、1000〜1999時間、999
時間以下に分けて評価した。



作業内容（複数回答）
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新品PAPRと使用後1年以上のPAPRの漏れ率の比較
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使用時間別の漏れ率の比較
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使用時間別の漏れ率の比較
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まとめ
PAPRの防じん効果は使用後2000時間以上を経

過しても新品とほぼ同様の良好な漏れ率であっ
た。また、⻑期間PAPRを使用している作業者の
75 ％は装着を継続したいと答えていたことは
PAPRの大きな評価につながると考えられる。
この効果を持続するためには、作業者による

フィルタの交換及び日頃からの手入れが必要で
ある。
今後は症例を増やし、質問内容を十分考慮し

て費用対効果について調査する必要があると考
えている。


